


会社概要

所在地
徳島県徳島市南田宮2－4－3

社員数 45名
(正社員：31名送迎パート：8名フロントアルバイト：6名)

業種

徳島県公安委員会指定自動車教習所

取り扱い車種：普通車・二輪車
その他：高齢者講習・企業研修・交通安全教室



共通価値の創造

サスティナビリティ

（持続可能性）

コンプライアンス

CSV＝Creating Shared 

Value

自社で最も重視している取り組み

CSV

共通価値の創造



SDGsは目的ではなく、手段。

目的は、

自社の社会的な存在意義の変革。

それは

「教育と関わりによって、交通事故をなくす」

ということ。

SDGsはそのビジョンの達成のために活用しています。



広沢自動車学校の新しい社会的価値は

自動車学校の存在価値を、免許を取得するだけの場所から、
教育により、交通安全事故を減少させる場所へ。

一過性の場所ではなく、顧客と継続的な関係を築き、そこへ対して独自のノウハウを提供することにより
交通事故を減少させていく。
「教育により、交通事故を減少させることができる」という新たな社会的価値の創出。

その社会的な価値を、自社だけではなく、業界全体の新たなスタンダードとしていく。
顧客から見た時に、事故率が大きな選択要素になるようにしていく。
自社のノウハウ・カリキュラムを従来とは違う層（同業者や法人）へと展開していく。



交通事故の減少は、世界的な課題でもある。

技術・法律だけではなく「教育」の力で交通事故を

減少させることは、大きな社会的価値を持つ。



自社で最も重視する数字(KGI)は

初心運転事故率。

自動車学校が、教育により、交通事故を減少させる場所となるために、

上記の数字を最重要指標として置いている。

１０年前は１.４１%だった数字が
昨年度は０.２％を達成。（全国平均が０.６％）

取り組みと目的の浸透によって、
交通事故は減らせると証明しつつある。



新たな価値・パーパスの浸透手法



「広沢母校」の経営理念の真意

卒業後もお客様と持続的な関係を構築し

関わり、交通安全の意識を発信し

続けていくことで、

初心運転者の交通事故率を減少させていく。



理念・ビジョン浸透のための仕組み





独自の施策例

■映像を活用した独自の学科教習や、卒業式の実施

■保護者も顧客捉える「保護者電話」

■卒業後のフォロー。講習2回無料

■役職がなく、個人の権限が強い。プロジェクト中心の組織運営

■事故を起こす可能性が高い顧客は、ベテラン指導員が教習を行う

これらの、動画の取り組みを中心として様々な施策を取り入れています。



自社の価値の浸透の結果



顧客からの評価





「口コミを見て来ました！」というお客様が多く来校。口コミ件数２００件以上の

教習所の中で、全国NO.1の評価を得ている。

口コミ評価



社員満足度の向上・業績の向上



２０１５年以降に入社した人の自主退職者は【０人】





教習所業界では異例の社員の70％が20〜30代。 全体の半数が女性。



コロナ禍で大きく

シェア率を伸ばすことに成功。

２０２０年度は創業以来

最高の普通車入校者数と、売上を達成

今年度はさらに更新。１０年間で

地域シェア ２９％→４８％

入校生数 ８２６→１３９９名

１億以上の業績向上に成功。通学教習所とし
て非常にレアな成功事例を収める。



今後の展望とビジョン



「教習所の存在意義を、
免許を取得する場所から、教育により交通事故をなくすために」

このビジョン達成のためには、業界全体を巻き込んでいく必要がある



自動車学校業界を巻き込めるような、

価値浸透のための新しい団体を設立。



他業種を巻き込んだセミナーを開催。



業界立ち上げのセミナーとしては最大となる

１３０名を集客。

（コロナのため直前にオンライン開催に切り替え）

第二回セミナーも早々に会場が満席となる。



最後に

自社の達成したい社会的なあり方

パーパスの達成のために、形に捉
われず、

「変わるもの」と「変わらないも
の」を大切にして、これからも挑
戦し続けます。



ご清聴、ありがとうございました。


